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控訴状

令和元年 12 月 17 日

東京高等裁判所 御中

控訴人（原告）

住所(送達場所) 〒379-1303 群馬県利根郡みなかみ町上牧 3158-1 職業 農業

氏名 今井豊(昭和 36 年 3 月 9 日生) 電話 携帯 090-3087-1577 FAX 0278-72-5353

被控訴人（被告）

Ａ 名称 利根沼田農業協同組合 所在地 〒378-0053群馬県沼田市東原新町1940番地1

代表理事 林康夫 群馬県沼田市原町 88 番地

Ｂ 名称 東京シティ青果株式会社 所在地 〒135-0061東京都江東区豊洲六丁目3番 1号

代表取締役 鈴木敏行 東京都練馬区南大泉三丁目 20 番 10 号

Ｃ 名称 ぐんま県央青果株式会社 所在地 〒370-0034 群馬県高崎市下大類町 1258 番地

代表取締役 阿久澤吉廣 群馬県高崎市江木町 985 番地 2

Ｄ 名称 東京青果株式会社 所在地 〒143-0001東京都大田区東海三丁目2番 1号

代表取締役 川田一光 東京都品川区旗の台六丁目 22 番 32 号

慰謝料請求控訴事件

訴訟物の価額 10 万円

貼用印紙額 1,500 円

上記当事者間の、前橋地方裁判所 平成 31 年(ワ)第 118 号 慰謝料請求事件について、令和

元年 12 月 10 日に言い渡された下記二判決は，いずれも全部不服であるから控訴する。

第１ 原判決の表示

被告Ａに関する判決

主文

１ 原告の請求を棄却する。

２ 訴訟費用は、原告の負担とする。

被告ＢからＤに関する判決

主文

１ 原告の請求をいずれも棄却する。

２ 訴訟費用は、原告の負担とする。

第２ 控訴の趣旨

１ 原判決をいずれも取り消す。
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２ 被控訴人らは，控訴人に対し，連帯して 10 万円を支払え。

３ 訴訟費用は，第１，２審とも被控訴人らの負担とする。

第３ 控訴の理由

１ 虚偽表示無効

原判決は，「以上によれば、原告の主張するその余の点を検討するまでもなく、原告の被告

らに対する請求は理由がないから、いずれも棄却することとして、主文のとおり判決する」

と判示しています。

しかしながら，これらの判決は、私が訴えた、当り前の経験則と論理則を、実質的に、根拠

無く、無視しており、事案解明責任の放棄であり、司法拒絶であり、公序良俗違反です。

２ 以上のとおり，原判決は誤った認定に基づくものであるから，取り消されるべきです。

第４ 控訴の理由の説明

１ 原告の当り前の訴えを無視すること(公序の偽装)による隠蔽です

以下の通り、事実誤認が甚だしく、また、一方的に被告側の鵜呑みであり、公務員の犯罪告

発義務(刑訴法 239 条 2)違反であり、程度問題として職権濫用であると考えます。

①原告の訴えの核心を、実質的に、根拠無く、無視していること(訴えの偽装)

訴えの核心を看過し、また、理由が極めて一面的で片手落ちであることから、実質的に理由

が無く、また、言わば別事件となるので、当り前に、判決として無効です。

同時に、当り前に、自決権と裁判を受ける権利の侵害です。

②当り前の経験則や論理則を、実質的に、根拠無く、無視していること(事実の否定)

これによって事案解明責任を放棄しており、実質的な司法拒絶による隠蔽です。

言い換えると、極めて不公平かつ理不尽に、一方的に被告側の鵜呑みということです。

③受けた判決の正当性が世に示されないこと(裁判記録としての不備)

２ 原告の訴えを正確に記録しないと、裁判の適正が確保できません

裁判所は代表的な国家権力機関ですから、常に当然に、適正性が要請されているはずです。

また、裁判を受ける権利というのは、公正な裁判によって、終局的に紛争の解決を図ること、

ひいては社会正義を実現すること、が前堤目的のはずですし、その中には、受けた判決の正

当性が世に示されること(一般人の監視下に置くこと)も含まれているはずです。

しかるに、現行制度が、判決書の事案の概要ないし原告の主張を、ありのままではなく、裁

判長の心証で記述していることは、既述のような、訴えの偽装による隠蔽の温床となる惧れ

が在り、その場合には、原告の真の訴えが闇に葬られ、その判決の正当性が世に示されない

為、裁判の適正が確保できないことから、既述の通り、原告の権利の侵害に当ると考えます。

３ 当該事件での、私の当り前の訴えとは?

被告らは共謀して、差別対価など、不公正な取引方法を重ね、私の営農生活を脅しました。
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その動機は、慣習上の偏見に基く、社会的な包囲網としての村八分です。

詳しくは後述の通り、要するに、訴えた数々の恣意性と総合すれば、本件は、価格差の程度

問題として、当り前に、差別対価であり、その象徴が、20170717 の 272 円対 50 円です。

これは、272 円がそもそも過去最低水準であるのに、更にそこから 5.4 分の 1という、統計

的異常値であり、同時に、箱代 53 円以下の、殺意が溢れる、実質的なマイナス価格です。

このような価格差には、当り前の物価感覚として、誰でも差別対価の疑いを持つはずです。

４ 第一審判決の問題点の摘示

二つの判決は、ほぼ同様の内容なので、被告ＢからＤに関する判決文から引用します。

一 前堤 以下の詳細は、これまで既述の通りです。

Ａ 私の出荷物に品質の問題は在りません

出荷時に注意を受けた実績は、ほぼ皆無であり、これはナスやマコモダケも同様です。

Ｂ 青果物の、産地別の相場情報は、一般個人には入手不可能です

被告の元請三社のうち、ズッキーニの相場情報を公開しているのは、シティだけであり、し

かも直近の市場日の分だけであり、しかも最も主要な産地だけです。

被告らはこのように、産地別の相場情報が公開されていない現行制度を悪用して、本件差別

対価の日本全国への価格波及効果を遮断しています。

Ｃ 私は被告農協への販売委託者であり、被告農協は各市場の元請への包括委託者です

Ｄ ズッキーニの価格の趨勢として、私の参入以前は、年平均で約 700 円でした(捜査待ち)

Ｅ 私の参入後の価格の趨勢が、極めて不審です(捜査待ち)

私の参入前後を比較して、参入前の半値以下にまで下がって来ている状況や、年々更に、史

上最安値を更新しつつある状況は、需給面からは全く説明が付きません。

Ｆ 私の全出荷日において、以下のような二重構造の差別対価が行われていたと思われます

統計的確率と相対比較の問題として、Ⅰ私の分の落札価格、Ⅱ当地分の落札価格、Ⅲ当地分

の公正(実勢)価格、の三価格が常に乖離する、二重の差別対価であったと推定されます。

なお、ここで言う差別対価とは、「私への害意を持って、差別的な安値を付けたこと」です。

Ｇ 価格操作は無条件に違法(公序違反)であり、必ず何らかの動機が在ります。

(←令和元年 7 月 11 日付 準備書面(1)冒頭頁)

二 差別対価の蓋然性

(１) 濃緑嗜好による価格差が虚偽(欺罔)であること

20170630 に、東京シティ青果は、被告農協に対し、「グリーントスカは濃緑でない為、消

費者の嗜好に合わないので、今後は受けられない」と通告しました。

これは理由が虚偽であり、正当な理由が無いので、同社の、被告農協への、取引拒絶です。

なお、被告農協の出荷基準に色は無いのに、トミザワ所長はこれを鵜呑みにし、同日 14 頃、

同所において、それをそのまま私に通告しました。
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(説明)

１ サカタのタネが、濃緑嗜好による価格差を認識していないこと

グリーントスカはズッキーニの有力品種ですから、出荷者は日本全国に居るはずです。

グリーントスカの種の販売元である、サカタのタネのヨシハラ氏は、20191206 12:35 の通

話録音(Ｈ-甲 13 反訳書)の中で、「品種として、価格差別を受けたという話は聞いていない」

２ この価格差の地理的普遍性が無いこと(捜査待ち)

被告三社以外の市場も含め、同じ日の、他産地の分のグリーントスカにも同様の価格差が出

ていなければ、虚偽である証拠です。

一般論として、種苗会社は、どこでどれくらい、その品種の種が売れたか、把握しているは

ずですし、各農協は、地域内のグリーントスカの出荷者を把握しているはずです。

ちなみに、私が別件で 2015 年初頭に、JA 佐久浅間にヒアリングしたところ、取扱品種は、

ゼルダ・ネロ、ラベン、コンテ、パスコラ、グリーントスカでした。

現状、各地の農協が、グリーントスカの出荷者を、特に意識して把握していないとしても、

出荷者が居ないからではなく、今までは価格差が無かったからです。

３ この価格差の時系列的普遍性が無いこと(捜査待ち)

その前後の日の、他産地の分(被告三社以外の市場も含め)のグリーントスカにも同様の価格

差が出ていなければ、虚偽である証拠です。

４ グリーントスカの種の価格が、特に安くはないこと

ズッキーニの種は、自家採取では無理なので、買うしかありませんが、もし本件のような価

格差が、出荷時に実在するなら、グリーントスカを手掛ける生産者は激減し、種の価格も、

他の品種と比べ、もっと暴落するはずですが、そうなっていません。

５ 東京シティ青果が、出荷 3 年目(2017)になって、初めて言い出したのは不自然

1年目は約 600 箱(3 割)、2 年目は約 1,400 箱(7 割)のグリーントスカを出荷しました。

６ 辻褄の合わない色の嗜好であること(H-甲 3)

20170710 と 20170717 は、イエローとグリーントスカの価格が逆転しています。

特に 20170717 は、グリーントスカよりもイエローが四倍も高く、極めて不審です。

７ 他の青果物で、同様の価格差の実例が無いこと(捜査待ち)

ズッキーニはパプリカと同じ、イタリア野菜であり、本場には、濃緑嗜好など在りません。

８ 道の駅での不買運動(H-甲 9、H-甲 10)も、同じ動機を示唆していること(捜査待ち)

被告らが品種の色のせいにしたものは、世界的有名人であった私個人に対する不買運動であ

り、包囲網(H-甲 11、H-甲 12)としての加害、すなわち、慣習上の偏見に基く、全社会的村

八分であり、差別ないし排除の意図が、本件不法行為と共通しています。

●反論 「シティが締出しを通告した証拠は無い」旨について(判決書 17 頁下段)

第一に、以後、私の分が一切、築地市場に出荷されていないことは、精算書の数量から確定

できますから、そうなれば事実上、通告があったものと推定せざるを得ません。

第二に、以後の他の二市場でも、濃緑嗜好によるとしか説明が付かない価格差、が続いたこ

とも、精算書の数量から確定できます。
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●不法行為２と４の判定(判決書 16 頁)への反論

20160727 分ズッキーニの出荷において、被告農協トミザワは、私の Mサイズ 91 箱だけを、

高崎市場に出すとともに、他の二家の出荷者分を築地市場に出しました(H-甲 2)。

この日の私の出荷分は正確には、A2L5、AL11、AM91、AS9、合計 116 箱でした(H-甲 8)。

この Mサイズの比率が、他のサイズと比べて突出しているのは、もちろん自然体ではなく、

意識的に増やしたからです。

なぜなら、Mサイズが経験的に常に最も高価格であり、まだ私の Mサイズ比率が、他の 2 家

よりも相対的に低かった頃には、MサイズだけがLや Sの倍の価格になった日も在りました。

ところが、私が意識的に Mサイズ比率を増やすと、今度はこの日のように、逆に Mサイズの

価格だけを下げたのです。 この日の精算書の価格 S355 円、M310 円、L355 円(Ｈ-甲 8)

M サイズの価格が、Lや S よりも、同時に低かったのは、後にも先にも、この日だけです。

2016/7/27 は、三重の意味で異常な日(←甲 4 2017.1.18 付 被告農協への協力依頼 2頁)

また甲 4の通り、大量出荷日に限って、普段より価格が下がっているのも極めて不審です。

この日を価格操作とする根拠は、価格差よりも、以上の 2点の時系列的恣意性です。

被告らはこのように、常に私を付け狙った価格操作によって、上げ足を取っているのです。

被告農協は、そうした私の努力を日頃からよく知っており、しかもこの日は、年に数度しか

ない、三連休明けの大量出荷日でしたから、特にこの、Mサイズ 91 箱という数字には、私

にとって、特別の思い入れがあるはずなので、Mサイズの箱数だけは記憶しているに違いな

いし、差別対価による心理的打撃効果も、Mサイズが最も大きいに違いない、と。

間違いなく、そのように発想して、M サイズの数字を集出荷所メモに表示して見せたのです。

要するに、害意の対象者を、はっきりと示して見せることによる威力です。

このように、Mサイズ 91 箱にこそ意味が在ったのですから、他のサイズで他家と混合だっ

たとしても別問題であり、そもそも、偶然に箱数が一致する確率は 1％以下です。(←令和

元年 10 月 15 日付 準備書面(４)2 頁)

これを偶然と考えるのは、確率的に無理であり、明らかに経験則違反です。

もっとも、被告農協については、何の疑いも持たずに、常に別扱いに協力していますから、

不法行為４に限った話ではありません。

●不法行為５の判定(判決書 19 頁)への反論

ですから、このメモこそ威力の証拠なのであって、「数字は青果市況明細票(Ｈ-甲 2)で代

用できるから、隠滅とは言えない」旨は、見当外れです。

なお、2016.8.30 付の被告農協への協力依頼(H-甲 15 の 2 頁下段)で、「③出荷価格のメモ

を確保しておいてください」と適時に要請しているのに、無視して隠滅しております。

これは録音も有りますから、否認することは無いと思います。

また、各元請の責任者の身元の開示を求めたのに、個人情報を理由に、拒否したこと(甲 6、

甲 7)は、私の当事者性を、根拠無く、無視しているので、当り前に、信義則違反です。

(２) 20160728 の東京シティ青果の H.P.での実勢価格の乖離(乙ろ-3)
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20160728 の東京シティ青果ホームページでは、ズッキーニの実勢価格は 1080 円と表示され

ており、当地の価格 400 円の 2.7 倍でした。

長野産と群馬産の価格差は、私の参入前のトレンドとして、約 1.5 倍と推定されますから、

そこから推定して、この日の当地の実勢価格は、本当は 600～700 円だったと思われます。

これは、Ⅱ当地分の落札価格と、Ⅲ当地分の実勢価格との、常態的乖離を示唆しています。

(３) 東京シティ青果が、相場表の表示を中止したこと(事実経過④)

その乖離を、私が被告農協宛「協力依頼」(H-甲 4)で指摘した直後、20160830 頃から東京シ

ティ青果が H.P.での相場表上のズッキーニの実勢価格の表示を中止しました。

既述の常態的乖離を、以後当面、隠蔽する為に、表示を中止したものと思われます。

またこれでは、「協力依頼」の内容が筒抜けであり、当り前に、両者の共謀を示しています。

●反論 「シティが表示を中止したという証拠は無い」旨について(判決書 19 頁)

この隠蔽の蓋然性は既述の通りですが、乙ろ-3 号証と同様に、その時期の記録を開示させ

れば、改竄していない限り、実勢価格が表示されていなかったことが確定します。

●不法行為１の判定(判決書 16 頁)への反論

私が訴えたのは、行動の恣意性であり、価格差の大小や実害の有無は、二の次です。

つまり、一月以上も同じ価格を続けるのは、過去の推移や、市場機能として、尋常ではない

ので、稀有な人為現象であるから、何か特別な意図が在るのではないか、ということです。

その意図とは、不法行為３の予兆行為としての威力だったのではないか、ということですか

ら、全体の態様として判断するしかないと思います。

不法行為１の定義も、「威力を示したこと」ですが、この点を判定していません。

●不法行為３の判定(判決書 16 頁)への反論 本件の核心

端的な焦点として、以下の、20170717 と 20170718 の価格に絞ります。

これまで訴えて来た蓋然性と以下を総合すれば、誰でも価格操作の疑いを感じるはずです。

20170717 Ⅰ東京大田(東京青果)の私の分 50 円、Ⅰ高崎(ぐんま県央青果)の私の分 100 円、

Ⅱ高崎(ぐんま県央青果)の他家分イエロー 200 円、Ⅱ築地(シティ青果)の他家分 272 円、Ⅲ

当地分の公正価格は不明

20170718 Ⅰ高崎(ぐんま県央青果)の私の分 50 円、Ⅱ築地(シティ青果)の他家分 201 円、

Ⅲ当地分の公正価格は不明

(４) 価格の異常性 価格差の程度問題として、在り得ないこと(捜査待ち)

Ａ 稀有な異常値であり、統計的に露骨に有意であること(偶発性は直感的に 1/100000000)

20170717 の 272 円対 50 円は、272 円がそもそも過去最低水準なのに、そこから更に 5.4 分

の 1という、統計的に説明が付かない、有り得ない、異常値です。

一箱 50 円とは、箱代 53 円よりも安い、殺意が溢れる、実質的なマイナス価格なのです。
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0 円なら、誰でも異常だと感じるはずですが、実質的なマイナス価格というのは、0円と同

様に、出荷する意味の無い価格であり、しかも、需給面からは全く説明が付きません。

他の青果物を含めて、このような絶対赤字(マイナス価格)の実例は、極めて稀有なはずであ

り、それは、データを集めれば証明できます。

Ｂ 生活防衛ラインを無視していること

生活防衛ラインが下値抵抗線になる理由は、既述のように、基本的人権だと思います。

普通は倍も差は付かないはずです。(←令和元年 7 月 11 日付 準備書面(1)2 頁)

Ｃ 極端な一物二価であること 市場間の価格裁定が働いていないこと

東京青果とぐんま県央青果からの色のクレームは、聞いておりませんが、事実上、以後の推

移がそれを示しており、同時に、被告らの共謀を示唆しています。

●反論 「原告の分という証拠が無いから原告を狙ったとは言えない」、「環境や前堤条件

や需要の程度は被告毎に異なるから、価格差が在っても不合理ではない」旨(判決書 18 頁)

第一に、色の嗜好のクレームとの前後関係を混同しています

不法行為３だけが、クレーム後ですから、不法行為１、２、４で、他家の分との混同が有っ

たのは、当り前であり、不法行為３の理由にはなりません。

第二に、私個人狙いではなくても、当地への差別対価であり、それも本件不法行為です

いずれも当地分であることだけは間違いないので、市場の違いだけで、272 円対 50 円とい

う極端な一物二価は、在り得ないことから、安い方が当地への差別対価であると言えます。

(市場の違いだけなら、価格差の許容範囲は、せいぜい 2割までだと思います)

私個人を狙ったものではないとして済む話ではないのです。

第三に、これは基礎事実ですから、「この価格がなぜ、原告の分だと言えるのか?」という、

当り前の釈明をしなかったのは、極めて不審です

否定する証拠もさらさら無いわけですから、当り前に、事案解明に努めるべきです。

原告の立証責任以前に、事案解明責任の問題であり、当事者主義を装った上げ足取りです。

こんなことでは、原告が納得して諦めるはずもないので、たいへんな訴訟不経済です。

→不法行為３の青果販売代金精算書(日別 13 枚)を甲 1416 号書証として追加します。

以上のような、価格の異常性こそが本件の核心であり、価格差の程度問題であることを、

執拗に訴えて来たのに、判定しておりませんし、差別対価の判断基準すら示していません。

価格の異常性を感じなかったことは経験則違反であり、差別対価の全ては否定しえないのに

看過したことは論理則違反であり、上げ足取り、片手落ち、屁理屈、とするゆえんです。

三 独禁法違反であること 被疑事実と該当条文

既述の通り、差別対価の全ては否定しえないことから、独禁法違反の判定も未済です。

なお、既述の委託関係により、被疑事実の行為者は、法解釈次第で変ります。

行為類型Ⅰ 取引拒絶
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１ 20170630 に、東京シティ青果株式会社・被疑者不詳は、同社(東京都江東区豊洲 6丁目

3番1号 東京都中央卸売市場豊洲市場)から利根沼田農業協同組合みなかみ集出荷所(群馬

県利根郡みなかみ町月夜野 425)への通話において、トミザワ所長に対し、「グリーントス

カは濃緑ではなく、消費者の嗜好に合わないので、今後は受けられない」と通告しました。

これは虚偽であり、正当な理由が無いので、同社の、利根沼田農協への、取引拒絶です。

類型Ⅰに対する条文の摘示

★独禁法第二条(9)項五号 自己の取引上の地位が相手方に優越していることを利用して、

正常な商慣習に照らして不当に、次のいずれかに該当する行為をすること。

ハ 取引の相手方からの取引に係る商品の受領を拒み、取引の相手方から取引に係る商品を

受領した後当該商品を当該取引の相手方に引き取らせ、取引の相手方に対して取引の対価の

支払を遅らせ、若しくはその額を減じ、その他取引の相手方に不利益となるように取引の条

件を設定し、若しくは変更し、又は取引を実施すること。

★独禁法第二条(9)項六号 不公正な取引方法（その他の取引拒絶）（一般指定第２項）

2 不当に、ある事業者に対し取引を拒絶し若しくは取引に係る商品若しくは役務の数量若

しくは内容を制限し、又は他の事業者にこれらに該当する行為をさせること

★独禁法第二条(9)項六号 不公正な取引方法 事業者団体における差別的取扱い等（一般指

定第５項）

事業者団体若しくは共同行為からある事業者を不当に排斥し，又は事業者団体の内部若しく

は共同行為においてある事業者を不当に差別的に取り扱い，その事業者の事業活動を困難に

させる行為

★★独禁法第三条 事業者は、私的独占又は不当な取引制限をしてはならない。

★★独禁法第八条 事業者団体は、次の各号のいずれかに該当する行為をしてはならない。

三 一定の事業分野における現在又は将来の事業者の数を制限すること。

四 構成事業者（事業者団体の構成員である事業者をいう。以下同じ。）の機能又は活動を

不当に制限すること。

★独禁法第十九条 事業者は、不公正な取引方法を用いてはならない。

行為類型Ⅱ 差別的取扱

既述の、色の嗜好による価格差が虚偽であれば、被告農協が、私の分を、別扱いした根拠も

無いわけですから、これに該当します。

類型Ⅱに対する条文の摘示

取引拒絶も差別的取扱の一種なので、該当条文は類型Ⅰと全く同じと考えます。

行為類型Ⅲ 差別対価

５-1(事実経過⑦、Ｈ-甲 3) 東京青果・被疑者不詳は、20170717 の太田市場において、利

根沼田農協出荷分のうち私のズッキーニに対し、一箱 50 円を付けましたが、これは、高崎

市場(ぐんま県央青果)に回った私の分の 100 円や、高崎市場に回った他家の分のイエローの
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200 円や、築地市場(東京シティ青果)に回った他家の分の 272 円、更には、他産地分のグリ

ーントスカの価格(不明)など、他のズッキーニと比較して、格安の最安値です。

これは、理由が虚偽であり、正当な理由が無いので、東京青果の、利根沼田農協への、差別

対価です。

同時に、実質マイナス価格ですから、東京青果の、利根沼田農協への、実質的取引拒絶です。

同時に、理由が虚偽で、正当な理由が無いので、利根沼田農協の、私への、差別対価です。

同時に、実質的なマイナス価格ですから、利根沼田農協の、私への、実質的な取引拒絶です。

(説明)

既述の通り、Ⅰ私の分の落札価格、Ⅱ当地分の落札価格、Ⅲ当地分の公正(実勢)価格、の三

つの価格が、私の全出荷日において、常に著しく乖離していた、と推定されます。

このような異常な価格が続いた場合には、誰でも市場から撤退(出荷を断念)せざるを得なく

なりますから、市場からの排除効果は絶大です。

被告らは、全国への価格波及効果を、価格の隠蔽によって遮断しています。

巻き添えとなる出荷者は、本来は全国に多数居るはずであり、公正競争阻害性は充分です。

類型Ⅲに対する条文の摘示

これらは、差別対価の程度が甚だしいので、市場からの排除効果を重視して、実質的な取引

拒絶と見做すならば、類型Ⅰと全く同じになります。 加えて、

★独禁法第二条(9)項六号 不公正な取引方法 （差別対価）（一般指定第 3項）

私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和二十二年法律第五十四号。以下「法」

という。）第二条第九項第二号に該当する行為のほか、不当に、地域又は相手方により差別

的な対価をもつて、商品若しくは役務を供給し、又はこれらの供給を受けること。

★★独禁法第八条 事業者団体は、次の各号のいずれかに該当する行為をしてはならない。

一 一定の取引分野における競争を実質的に制限すること。

★★独禁法第八条 事業者団体は、次の各号のいずれかに該当する行為をしてはならない。

四 構成事業者（事業者団体の構成員である事業者をいう。以下同じ。）の機能又は活動を

不当に制限すること。

類型ⅠからⅢを、共謀による一体と捉えた場合の条文の摘示

★独禁法第二条(9)項六号 不公正な取引方法（実質的な、共同の取引拒絶）（一般指定第

1項）

1 正当な理由がないのに、自己と競争関係にある他の事業者（以下「競争者」という。）

と共同して、次の各号のいずれかに掲げる行為をすること。

一 ある事業者から商品若しくは役務の供給を受けることを拒絶し、又は供給を受ける商品

若しくは役務の数量若しくは内容を制限すること。

★★独禁法第三条 実質的な、カルテルないし入札談合

事業者は、私的独占又は不当な取引制限をしてはならない。

(説明)

「私の出荷物には常に著しい廉価で応札する」という、応札方針についてのカルテルないし
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入札談合と見做すこともできると思います。

★「流通・取引慣行に関する独占禁止法上の指針 」(平成 3年 7月 11 日)の第 2部 取引先

の選択 第 2の、実質的な、共同ボイコット

第５ 結論

以上のように、これらの判決は、私が訴えた、当り前の経験則と論理則を、実質的に、根拠

無く、無視しており、事案解明責任の放棄であり、司法拒絶であり、公序良俗違反です。

したがって、「以上によれば、原告の主張するその余の点を検討するまでもなく、原告の被

告らに対する請求は理由がないから、いずれも棄却することとして、主文の通り判決する。」

と結論したことは、極めて片手落ちであり、実質的に、理由が無いので、当然に無効です。

第６ 貴所による破棄自判を希望します

第７ 証拠の追加

甲 13 から甲 15 号の各書証を追加し、証拠説明書を追加します。

第８ 附属書類

控訴状副本と、甲 13 から甲 15 号の各書証と証拠説明書(追加分)、並びにそれらの副本一式

以上
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控訴準備書面(１)
令和 2 年 4 月 1 日

東京高等裁判所 御中

控訴人 今井豊

被告農協の令和 2年 3月 30 日付け控訴答弁書に対し、以下の通り、包括的に反論します。

第１ 根拠の無い否認に改めて抗議します

原告は既に充分な立証責任を果たしており、後は被告の抗弁事実の立証責任、ないし裁判所

の事案解明責任の問題です。

然るに被告は、毎度恒例ですが、理由の有る訴えを、理由も無く否認だけして隠蔽しており、

まるで居直り強盗の如く、極めて犯罪的です。

差別対価

まず、控訴審で甲 16 号証を追加したことによって、私の分に対する価格差の事実が確定し

たのですから、これらの価格の正当性が示せなければ、当り前に、差別対価になります。

既述の通り、Ⅰ私分の落札価格、Ⅱ当地分の落札価格、Ⅲ当地分の公正価格、の三価格が

常態的に乖離した、二重の差別対価であったと前堤しています。

特定日の価格を摘示して、具体的にⅠⅡ間の価格差の事実を訴えているのですから、それ

を否定する合理的根拠が無い以上、公正価格であったことの抗弁事実を証明するしか無く、

特に被告農協は販売受託者として、当り前に、元請各社に証明させる責任が有ります。

然るに被告農協の今迄の答弁の趣旨は、当地内に限って見れば全生産者間で平均化される

ので、精算価格に差が出ないから差別ではないとの主張に過ぎず、下記の二つの要因ない

し事実を否定する理由にはなり得ないものであり、販売受託者の責任を無視しております。

繰り返しになりますが、産地別や過去の価格データは、生産者には入手不可能なのです。

１ 私への価格差(ⅠとⅡ)は厳然たる事実です(甲 14,16 号証)

その価格差の理由が虚偽であれば、当り前に、当地の全生産者に損害が及びます。

★20170717 分の、私の分 50 円、他家分 272 円、の価格差の理由は?

★20170718 分の、私の分 50 円、他家分 201 円、の価格差の理由は?

２ 常態的な当地分への価格差(ⅡとⅢ)も、極めて強く推定されます(甲 2、乙ろ-3 号証)

こちらも、当地の全生産者に損害が及ぶので、被告農協の販売受託者責任として、包括委

託先への真相究明が必要です。

★20160728 の東京シティ青果 H.P.の 1080 円(長野産)と当地産の価格 400 円の価格差(2.7

倍)は、私が出荷する前の当地産と長野産の価格差のトレンド(推定 1.5 倍)と比較すると大

き過ぎるので、上記ⅡとⅢの常態的乖離と思われ、また、それを指摘した途端に表示を止

めた事実からも、極めて不審ですから、まず、過去の価格差のトレンドを開示して下さい。

価格以外の差別行動
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★20160727 分の、私の Mサイズ 91 箱だけを別扱いした件(H-甲 2)

これは既述の通り、偶然に 91 箱という数字が一致する確率は 1％以下ですから、故意の別

扱いとしか説明が付きません。 →それなのに何故「一切存在しない」と言えますか?

証拠隠滅ないし犯人隠避

★2016.8.30 付の被告農協への協力依頼(H-甲 15 の 2 頁下段)で、「③出荷価格のメモを確

保しておいてください」と適時に要請していたのに、無視して廃棄したこと

★各元請の責任者の身元の開示を求めたのに、個人情報を理由に、拒否したこと(甲 6、7)

→それなのに何故「一切存在しない」と言えますか?

第２ 控訴状の訂正(7 頁下)

→不法行為３の青果販売代金精算書(日別 13 枚)を甲 1416 号書証として追加します。

(説明)

見方は、甲14号の青果販売代金精算書(個人単位)から、私の数量を特定し、次に、甲16号の

青果市況明細表(集出荷所単位)から、そのロットに付いた価格を特定します。

第３ 当り前の蓋然性を認めないことは超犯罪的です

被告の答弁は常に合理性が有りません

以上
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番号 標目 媒体等 立 証 趣 旨

甲13号書証

(反訳書)

(追加)

20191206 12:35

サカタのタネ・

ヨシハラ氏との

通話録音の反訳

書

ﾌﾟﾘﾝﾄ原本

20191212

原告が作成

立証すべきは、本件の差別対価の口実である、消費者の濃緑嗜好によるグリーントスカへの価格差、が虚偽であることです。

反訳書P1中段「この品種だから値下げだったとかってゆうような、あの、そうゆうことは、あの、聞いてはいないんですが」

なお同氏には、20191129に、Ｅメールで、本件の訴状一式を送っております。

また、同社も、当り前に、被害者であるはずなのに、頑なに本件への関与を拒んでおり、この品種の市場シェアも順位も知らない

そうで、極めて不審な対応です。 サカタのタネ(〒224-0041 神奈川県横浜市都筑区仲町台2-7-1 TEL 045-945-8800（代表）)

同社お客様相談室から私の自宅(群馬県利根郡みなかみ町上牧3158番地1)への通話です。

甲14号書証

(追加)

不法行為３の各

日の青果販売代

金精算書

日別13枚

コピー

20191212

原告が作成

立証すべき事実は、不法行為３の差別対価の各日の最低価格が、私の出荷分であったことです。

なお、日によっては、集出荷所メモと精算書の数字が一致しておらず、その原因は不明ですが、私個人狙いではないとしても、い

ずれも当地分であることだけは間違いないので、市場の違いだけで、272円対50円という極端な一物二価は、在り得ないことから、

安い方が当地への差別対価であると言えるので、それも本件不法行為です。

甲15号書証

(追加)

2016.8.30付の

被告農協への協

力依頼

ﾌﾟﾘﾝﾄ原本

20191212

原告が作成

立証すべき事実は主に、不法行為５のうち、20160727分の集出荷所メモが廃棄される前に、被告農協に保全を要請したことです。

「③出荷価格のメモを確保しておいてください」(2頁下段)

価格カルテルもしくは入札談合、不公正な取引方法(差別価格)の疑いが強いので、公取への共同堤訴を要請しました。

①20160728の東京シティ青果ホームページでは、ズッキーニの実勢価格は1080円と表示されており、当地の価格400円の2.7倍であ

ったのは、長野産と群馬産の価格差が、トレンドとして約1.5倍と推定されることから、Ⅱ当地分の落札価格と、Ⅲ当地分の実勢

価格との、常態的乖離を示唆していること。 ②2016年8月に一月以上同じ価格が続いたことは極めて不審。
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番号 標目 媒体等 立 証 趣 旨

甲16号書証

(追加)

2017年7月と8月

のみなかみ集出

荷所分の青果市

況明細表 13枚

コピー

出荷日の数

日後に被告

農協が作成

立証すべきは、事実経過⑦に記載の差別対価の各日の安値が、確かに私の出荷分への価格であることです。

本証は個人単位ではなく、ロット単位の落札価格と元請会社を見るものです。

検証方法は、いずれも出荷日ベースで、まず、甲14号書証(青果販売代金精算書)から、その日の私の出荷数量を特定し、次に、本

証から、そのロットに付いた価格と元請会社を確認します。 私の分が、複数ロットに分かれている場合も結構有り、落札者が異

なるのだと思います。 なお、特定サイズの数量だけが異なる日が散見され、その原因は、荷降し時の混在なのか、数え間違いな

のか、転記ミスなのか、判りませんが、いずれにせよ、概ね事実経過⑦の記述通りになっており、大勢に影響は有りません。
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20191212 原告 今井豊

20191206 12:35 サカタのタネ(〒224-0041 神奈川県横浜市都筑区仲町台 2-7-1

TEL 045-945-8800（代表）)お客様相談室ヨシハラ氏から私の自宅(群馬県利根郡みなかみ

町上牧 3158 番地 1)への通話録音の反訳書

(私) もしもし?

(ヨシハラ) もしもし、

(私) あ、お待たせしました、あの、そうすると、ええ、ま、その、私が言ってるような価

格差は、み、み、見当たらなかったってゆうことですよね?

(ヨシハラ) ええ、それがですね、あの、ごめんなさい、ちょっとあの、ま、特別ですね、

あの、ちょっと、当社のほうも、そうゆうような情報を持ち合わせておらずですね、はい、

(私) ええ、そうゆうことは、まあ、聞いたことが無いってことですね? 要するに。

(ヨシハラ) そうですね、あの、ちょっと、特に調査もしてないので、あの、要するに、あ

の、ま、過去の、だいぶまあ、古い話でもありますし、はい、ちょっと、あの、はっきりし

た内容はわからないんですが、はい、あの、特別その、市場でですね、ま、その、値下げと

か、要するに、ま、こ、この品種だから値下げだったとかってゆうような、あの、そうゆう

ことは、あの、聞いてはいないんですが、

(私) なるほど、

(ヨシハラ) はい、ただ、実際ちょっとどうだったかとゆうのもですね、まあ、はっきり把

握はしてないってゆうのが、状況でございます、

(私) はい、あの、それとあの、長野にも、宮崎にも、その、グリーントスカの出荷者は居

るんでしょうね? それはご存知ないですか?

(ヨシハラ) ちょっと、市場のですね、あの、特にこのズッキーニについて、特に市場の調

査とかってのはしておりませんで、はい、そいで、ちょっとあの、正直な話その、このグリ

ーントスカのですね、その、長野の生産者さんとか、宮崎の生産者さんが、ええと、市場の

ほうに出荷されてるかどか、どうかってゆうのもですね、ちょっと、当社ではあの、把握し

てない状態でございます。

(私) ああ、そうですか? ええと、あの、まああの、どこでたくさん売れてるかってゆう、

その、市場の把握はされてるんですか?

(ヨシハラ) 正直、しておりません、

(私) (苦笑)ああ、そうなんですか? ふうん、あの、私があの、始めた頃はあの、グリー

ントスカがその、作付面積が一番多いようなことをどっかで聞いたんですけど、そうゆうこ

とは、あのう、ないですか?

(ヨシハラ) それはない、ないんではないかと思います、

(私) ああ、あの、一番メジャーだとゆうことはない?

(ヨシハラ) それはないと思います、

(私) ああ、そうですか? 何番目とかは、わかりませんか?

(ヨシハラ) いやあ、わからないですね、
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(私) 長野はあの、シンジェ、シンジェンタの銘柄が多いんですよね?

(ヨシハラ) いやあ、ごめんなさい、ちょっとあの、どこの商品がですね、ちょっと今その、

一番かってゆうのもですね、ま、把握はしていない状況です、はい、

(私) そうですか、

(ヨシハラ) はい、あの、種を販売さして頂いてるところまでですね、ちょっと正直あの、

どこの会社が一番シェ、シェアを持ってるとかですね、ちょっとそのへんについてはあの、

把握はしていないでご、ですね、はい、

(私) わかりました、あのう、ま、今あの、お話伺ったのでも充分なんですけども、できま

したら、その、お答えいただいたようなことを、あの、書面で返していただけるとありがた

い、書面なりメールなり?

(ヨシハラ) ちょっと、あの、できたらちょっとそうゆうあの、私共はですね、ちょっとそ

れについてはですね、はい、あの、基本的にちょっとあの、ま、商品をまあ、種は確かに当

社で開発はしてるんですけど、ちょっとその、市場についてのことについてはですね、ちょ

っと、私共で何かを申し上げるようなことではございませんので、はい、

(私) ええ、ただその、色による差別、価格の差別とゆうのはあの、御社にとっても、非常

にあの、不名誉な話だと思うんですけども? その点はあの、特にその、共同告訴とか、考

える、考えてはいらっしゃらないですか?

(ヨシハラ) いや、それは全く、今のところ、そうゆうお話あの、そうゆうことは考えてお

りません、

(私) あ、そうですか?

(ヨシハラ) はい、まああの、これについてはですね、ちょっと、おやも、お役に立てずに

申し訳ないんですが、はい、あの、ま、あくまでもその、市場価格ってゆうのはですね、ま

ああの、市場様のほうが、まあ、付けられるようなものでございますので、はい、ちょっと、

私共があの、その、要するにその、どうこう、どうこうってゆうことはちょっと、言えない

立場でございますので、

(私) そうですか、はい、わかりました、はい、あり、ありがとうございました、

(ヨシハラ) お役に立てずにたいへん申し訳ございませんが、そうゆうことで、ご理解いた

だけたらと思います。

(私) はい、失礼します。

以上
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